
  
東
海
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
の

回
答
に
つ
い
て
、
交
渉
で
の
議
論
な

ど
を
考
慮
し
た
も
の
と
判
断
す
る
が
、

回
答
内
容
は
、
国
労
の
要
求
か
ら
か

け
離
れ
て
お
り
、
組
合
員
・
家
族
の

要
求
に
よ
り
近
づ
い
た
中
身
で
あ
る

と
は
言
い
難
い
、
先
行
き
不
透
明
な

状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
安
全
輸
送

を
今
以
上
に
心
が
け
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
社
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

維
持
し
、
向
上
さ
せ
て
行
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
、

持
ち
帰
り
検
討
と
し
た
。

東
海
本
部
は
、
関
係
機
関
と
検
討
・

協
議
を
行
な
い
、
補
償
措
置
額
が
基

準
額
に
含
ま
れ
た
こ
と
や
、
社
員
や

家
族
の
生
活
を
考
慮
し
、
11
月
14
日

に
妥
結
し
た
。

今
回
の
年
末
手
当
獲
得
の
闘
い
で

は
、
交
渉
と
職
場
か
ら
の
闘
い
で
満

額
獲
得
を
目
指
し
て
き
た
。

12
年
春
闘
や
通
年
闘
争
で
あ
る
職

場
三
大
要
求
獲
得
を
目
指
し
た
取
り

組
み
な
ど
、
交
渉
と
職
場
か
ら
の
闘

い
を
同
様
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

国
労
本
部
は
、
11
月
14
日
、
年
末

手
当
の
支
払
い
に
関
す
る
申
し
入
れ

の
第
３
回
交
渉
を
行
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
は
、
冒
頭
に
11
日

の
交
渉
が
会
社
側
の
「
考
え
方
」
が

示
せ
な
い
状
況
か
ら
開
催
出
来
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
て
謝
罪
し
、
現
時
点

で
の
年
末
手
当
に
対
す
る
考
え
方
を

示
し
た
。

会
社
は
、
今
日
ま
で
収
入
動
向
、

中
間
決
算
を
は
さ
ん
で
交
渉
を
進
め

て
き
た
が
、
大
変
厳
し
い
経
営
状
況

で
あ
り
、
今
年
度
の
年
末
手
当
に
つ

い
て
は
、
現
状
を
踏
ま
え
る
と
平
成

13
・
14
年
度
が
精
一
杯
と
の
考
え
を

明
ら
か
に
し
た
。

国
労
は
こ
の
間
、
収
入
減
を
人
件

費
減
で
し
の
い
で
き
た
こ
と
は
明
ら

か
。
社
員
犠
牲
を
ど
こ
ま
で
続
け
る

の
か
、
社
員
は
辟
易
し
て
い
る
の
が

現
状
だ
。
そ
ん
な
中
で
支
援
輸
送
や
、

こ
れ
か
ら
大
々
的
に
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
、
瓦
礫
輸
送
に
も
社
員
の
協

力
は
不
可
欠
の
中
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
な
ど
大
切
な
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
も

示
さ
ず
に
我
慢
だ
け
を
強
調
す
る
の

は
社
員
へ
の
責
任
転
嫁
で
あ
る
、
と

追
及
し
た
。

今
交
渉
で
会
社
は
、
東
日
本
震
災
・

台
風
等
の
自
然
災
害
で
運
輸
収
入
が

上
が
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
減
収
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
社
員

の
手
当
を
更
に
抑
制
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
場
か
ら
の

闘
い
を
要
請
し
た
。
尚
、
回
答
日
は

17
日
を
予
定
。
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東
海
本
部
は
、
10
月
21
日
の
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
申
入
れ
以
降
、
３
回
の
交

渉
を
行
い
、
11
月
11
日
に
会
社
回
答
を
受
け
た
。
回
答
は
２
．
９
か
月

（
昨
年
同
月
数
）
で
持
帰
り
検
討
と
し
た
。

貨
物
の
交
渉
は
３
回
目
で
、
会
社
側
の
「
考
え
方
」
が
示
さ
れ
、
震
災

や
自
然
災
害
を
理
由
に
手
当
の
抑
制
を
は
か
る
会
社
を
厳
し
く
追
求
し
た
。

尚
、
貨
物
の
回
答
日
は
11
月
17
日
の
予
定
。

２．９カ月、12月9日支払い

東
海
本
部
の
判
断

震
災
・
災
害
を
理
由
に

手
当
抑
制
に
終
始
！

年
末
手
当

基準額は、基準日（11月１日）現在にお

ける基準内賃金及び、補償措置額の月額の

合計額に支給月数を乗じて得た額。

・35才ポイント

基礎給は３１５，０００円

支給額は９１．４万円

（＊支給額は百円単位を

四捨五入して万単位で表示）

・３５才ポイント基礎給の内訳

基本給 ２７１，９００円

調整手当 ２６，２００円

扶養手当 １６，９００円

役付手当 ０円

補償措置額 ０円

《 参 考 》

貨物交渉
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集
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤
回
裁

判
弁
護
団
の
山
口
泉
弁
護
士
か
ら
、

不
当
解
雇
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
と

裁
判
の
要
旨
、
年
内
の
結
審
と
年
度

内
の
判
決
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
代
表
世
話
人
の
宮
里
邦

雄
（
日
本
労
働
弁
護
団
会
長
）
か
ら

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
の
意
義
」
の
講
演
を

受
け
た
。
宮
里
弁
護
士
は
、
国
鉄
分

割
・
民
営
化
と
組
合
攻
撃
に
触
れ
て
、

日
本
航
空
整
理
解
雇
と
の
た
た
か
い

の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、

勝
利
へ
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
、
当

面
の
最
重
要
課
題
は
東
京
地
裁
で
の

勝
利
判
決
獲
得
を
強
調
し
た
。

支
え
る
会
事
務
局
長
の
柚
木
康
子

さ
ん
（
シ
ェ
ル
石
油
労
組
）
か
ら
、

原
告
団
の
闘
争
財
政
支
援
が
「
支
え

る
会
」
の
目
的
で
あ
り
、
会
員
の
獲

得
目
標
数
を
示
し
た
。
そ
し
て
全
国

各
地
で
会
の
結
成
と
集
会
開
催
な
ど

を
呼
び
か
け
、
「
国
鉄
闘
争
に
『
連

帯
す
る
会
』
の
支
援
の
輪
をJ

A
L

闘

争
に
つ
な
げ
よ
う
！
支
え
る
会
の
拡

大
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
全
国
に
広
げ
よ

う
、
と
提
起
し
た
。

連
帯
の
挨
拶
は
、
国
労
千
葉
地
本

の
坂
口
智
彦
書
記
長
、
元
国
労
旭
川

闘
争
団
の
内
田
泰
博
団
長
、
日
本
医

労
連
の
山
田
眞
巳
子
委
員
長
、
全
厚

生
闘
争
団
の
國
枝
孝
幸
事
務
局
次
長

が
行
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団
の
決
意
表
明
が
乗

務
員
原
告
団
の
山
口
宏
弥
団
長
、
客

乗
原
告
団
の
内
田
妙
子
団
長
か
ら
述

べ
ら
れ
た
。

東
海
本
部
は
、
国
民
共
闘
会
議
に

続
き
、
今
回
の
「
支
え
る
会
」
に
も

加
入
し
た
。

年
末
の
支
援
物
販
や
支
援
グ
ッ
ズ

の
購
入
な
ど
の
要
請
に
、
国
鉄
闘
争

の
経
験
を
活
か
し
た
支
援
を
積
極
的

に
進
め
て
早
期
解
決
を
め
ざ
そ
う
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団

電
話
０
３
（
３
７
４
２
）
３
２
５
１

〒
１
４
４
ー
０
０
４
３

東
京
都
大
田
区
羽
田
５
ー
11
ー
４

 
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
航
空
連
気
付

支
え
る
会
を
結
成

11
月
7
日
、
「
不
当
解
雇
と
た
た
か
う
日
本
航
空
労
働
者
を
支
え
る

会
」
（
支
え
る
会
）
結
成
集
会
が
都
内
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
、
３

８
１
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。
支
え
る
会
は
、
原
告
団
の
闘
争
の
財

政
支
援
を
主
な
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
今
後
の
闘
争
を
進
め
る
上

で
重
要
な
支
援
組
織
で
あ
り
、
積
極
的
な
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

宮
里
弁
護
士
が
講
演

積
極
的
な
支
援
を

10
月
29
・
30
日
に
、
全
国
労
働
安

全
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
労
働
安
全
衛

生
学
校
」
（
労
安
学
校
）
が
沖
縄
県

那
覇
市
で
開
催
さ
れ
た
。
労
安
学
校

は
国
労
医
師
団
で
あ
っ
た
上
畑
先
生

が
学
校
長
と
し
て
、
過
労
死
、
加
重

労
働
に
関
し
て
講
演
し
、
他
に
安
全

衛
生
委
員
会
に
対
す
る
労
働
組
合
の

取
り
組
み
姿
勢
な
ど
が
提
起
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
分
散
会
は
、
参
加
者
の

半
数
程
が
沖
縄
の
労
働
者
で
あ
り
、

他
は
全
国
か
ら
の
参
加
者
で
年
齢
層

は
30
歳
代
が
多
く
、
若
い
人
の
悩
み

も
聞
い
た
。
具
体
的
に
は
自
治
体
関

係
の
労
働
者
が
多
数
で
、
労
働
安
全

衛
生
委
員
会
の
各
職
場
で
の
開
催
状

況
や
具
体
的
な
取
り
組
み
の
報
告
で
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
関
す
る

発
言
が
多
く
、
月
60
〜
80
時
間
残
業

の
長
時
間
労
働
、
加
重
労
働
が
そ
の

背
景
に
あ
る
こ
と
が
交
流
の
中
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。

印
象
的
な
の
は
、
東
日
本
大
震
災

の
仙
台
の
自
治
体
労
働
者
が
、
安
全

衛
生
委
員
会
で
「
週
に
１
日
は
休
め

る
」
と
労
使
で
確
認
し
た
が
要
員
不

足
で
改
善
の
見
通
し
が
無
い
中
で
働

い
て
い
る
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。

主
催
者
か
ら
の
提
起
は
、
安
全
衛

生
委
員
会
を
活
用
し
、
予
防
が
大
切

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
要
員
が
増
え

な
い
中
で
対
策
や
す
ぐ
に
は
答
え
が

出
せ
な
い
現
実
の
中
、
今
回
の
交
流

を
通
し
、
労
働
者
と
し
て
権
利
問
題

に
つ
い
て
具
体
的
な
闘
い
の
報
告
を

学
ん
だ
こ
と
は
大
き
な
成
果
。

労
働
安
全
衛
生
学
校
に
参
加
し
て

東
海
本
部
執
行
委
員

細
木

義
孝

年会費 団体…1口＝３，０００円

個人…1口＝３，０００円

【振込先】郵便 00190-1-566599

「ＪＡＬ闘争を支える会」

【連絡先】TEL：03-6423-7878

Eﾒｰﾙ：sasaerukai@lemon.plala.or.jp

支える会の加入を

不
当
解
雇
と
た
た
か
う
日
本
航
空
労
働
者
を

会
員
拡
大
を
提
起

講演する代表世話人の宮里邦雄（日本労働弁護団会長）

原告64名が登壇し、客乗原告団の
内田団長が決意表明


